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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、パッチド遺伝子ファミリーのメンバーをコードしています。コードされているタンパク質は、胚構造の形成と腫瘍形成に関与する分泌分子であるソニックヘッジホッグ、ならびにデザートヘッジホッグタンパク質とインディアンヘッジホッグタンパク質の受容体です。この遺伝子は腫瘍抑制因子として機能します。この遺伝子の変異は、基底細胞母斑症候群、食道扁平上皮癌、毛包上皮腫、膀胱移行上皮癌、および全前脳胞症と関連付けられています。選択的スプライシングにより、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが生成されます。追加のスプライスバリアントが報告されていますが、それらの完全長配列と生物学的妥当性は現時点では決定されていません。
	研究分野
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	画像データ
	

	PTCH1 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト精巣の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温 Tris-EDTA pH 8.0 を使用しました。
	

	PTCH1 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温 Tris-EDTA pH 8.0 を使用しました。
	

	PTCH1抗体を用いたパラフィン包埋ヒト精巣の免疫組織化学染色。抗原賦活化には、高圧高温Tris-EDTA pH 8.0を使用した。
	

	PTCH1 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト右腎臓の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温 Tris-EDTA pH 8.0 を使用しました。
	

	PTCH1 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト右腎臓の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温 Tris-EDTA pH 8.0 を使用しました。
	

	PTCH1抗体を用いたパラフィン包埋ヒト右腎の免疫組織化学染色。抗原賦活化には、高圧高温Tris-EDTA pH 8.0を使用した。

